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§１．研究成果の概要 

物質変換反応において、触媒活性点中心の構造のみならず、触媒分子や基質を取り囲む空間

は反応の進行に大きな役割を果たしている。本研究では、反応活性点と分子間相互作用サイトと

を併せ持つ「分子性触媒モジュール」を開発し、得られた分子性触媒モジュールを様々な相互作

用により自己集積化させることによって、革新的触媒材料を創製することを目的としている。このよう

な触媒材料中においては、触媒活性点近傍に様々な機能を有した反応場が構築されることになる。

このような材料を用いた場合、反応場の構造・性質を緻密に変化させることが、触媒反応そのもの

に大きな影響を及ぼすことが期待できる。そこで本研究では、このような触媒材料の特性を活用し、

金属錯体触媒の配列制御に立脚した触媒反応の自在操作を目標として研究を展開する。 

2021 年度の研究においては、特に小分子変換反応において重要となる、反応活性点と電荷伝

達サイトとを併せ持つ構造体を自在に構築するための方法論の確立を目指し、研究を行った。具

体的な研究内容として、反応活性点（置換活性サイト）を持つ金属錯体触媒ユニットの配位子部位

に酸化二量化によって電荷伝達サイトを構築可能な部位を導入した機能性ユニット、分子性触媒

モジュールを開発した。この分子性触媒モジュールにおいては、反応活性点の反応性が維持され

ている。そして、この分子性触媒モジュールを電解重合させることで、電荷伝達サイトと反応活性点

とを有するポリマー型の構造体を構築した。すなわち、反応活性点を有する分子性触媒モジュー

ルをその反応性を阻害しない形でポリマー構造へと配列させ、電荷伝達サイトと触媒活性点を併

せ持つ触媒材料が得られた。さらに、この反応性フレームワークの触媒能に関しても調査を行い、

ポリマー構造中への電荷伝達サイトの導入が反応に対して正の触媒効果を与えることを見出した。 
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